








女性史研究 は,家 父長制的社会 における抑圧か らの解放 をめざす女性運動か ら始 ま り,そ れ故今な
お極 めて実践性 の強い学問ではあるが,そ れ にも拘 らず日本 の場合で も現在で1さ「アカデ ミズムの中
へ,一 定程度,席 を占め るようになった」ω。試みに女性 史総合研究会編 『女性史学』の今年度号 を見
るならば,そ こでは西洋中世史 や,比 較史の方法論,研 究動 向等がメインに据 えられ,日 本 における
女性 史研究が もはや 「在野の学 問」ではな く,ア カデ ミズムの一翼 を,し か もアカデ ミズムの常識 に
従 って担 って い くもの で あ るこ とが,端 的 に窺 え るの で あ る。
女性史研究がアカデ ミズムの中に地歩 を占めることが,.直ち に歓迎 すべ きことであるか どうかにつ
いて は一 アカデ ミズム自体 がエス タブ リッシュメン トの一角 を占めてい ることを考 えるな らば
一一 議論 のある ところであろうが,と にか く女性史研究者の,少 な くともその一部にはアカデ ミズム
の中で市民権 を得 ることを是 とす る傾向があることは否定で きない。問題 は女性史研 究者や女性学研
究者のそうした努力が,ア カデ ミズムの中で必ず しも評価 され ないことである。 あ りていに言えば,
例 えば本学のように女性学 や女性史の講座 を持たない大学が,未 だ存在 しているというところに も,
それ を見ることが出来 よう。他 方,位 置 を占めようとす る女性 史研究者の努力 を評価 しないアカデ ミ
ズムのあ り方を批判 し,そ こか ら女性 史研究の 「在野 性」を強 めてい こうとする動 き もまた,女 性 史
研究者や女性学 の研究者 には存在 するのだが,あ たか も本学の ような大学が未 だ存在 しているの と同
様,そ うした動 きに同調 しないような女性史研究者 も存在する。 こうして女性史の研究 は,現 時点で
は,ア カデ ミズム と在野性 という両極の間で揺れ動いていると言 えよう。 そ して この点か ら言 えば,
全体 としての女性史研究 には実践的性格が失われていないとみなす ことが出来 るのであ る。




1義的 にそれを確定で きるわけではないのである。例えば本研究が対象 とする ドイツの戦後史に関 し
て,1990年の東西両 ドイツ_.の 結果,改 めていかなる政治的,社 会的な秩序 を形成す るかが ドイツ
人 には問われてい るとい う角度か ら,従 来の ドイツ戦後史研究に於いて どのような問題 設定 と解釈が
なされ,ま た どの ような方法的な変化があったのか に着 目して,こ れまでの戦後史研究 を整理 したデ
ー リング=マ ン トイフェルの最近の論文では,女性 史研究が全 く取 りあげられていない ことの うちに,
「女性史が アカデ ミズムの一部 として」存在 していると言われ る ドイツでの,女 性史研究の位置を読み
とる こ とが 出来 る(2}。確か に,1980年代 に,A・ ター ン等 が行 って きた ドイツ女性 史 に関 す る研究 も含
めて,従 来 の女性史研究は,冷 戦の終結 と統 一ドイツの誕生 とい う事態の巾で,改 めてその問題設定
と方法を批判的に検討 される必要があるか もしれない。 しかしそれに も拘 らず,ま さに東西冷戦が ド
イツ 「国内の政治的,社 会的な秩序の一部」(3)をなしてきた ことを,女 性史研究(者)が しば しば鋭 く
批判 してきたことを考 えるな らばω,女性史研究を取 りあげない戦後史研究の総括 は,その名 に値 しな
い と言わざるを得 ないのである。
とはいえここで 「女性史」 とは何か,そ れは如何 に定義 され るのかが問われな ければならないだろ
う。例 えば 「女性史」 を 「女性の社会史」 と理解する とき,従 って社会史の一部 とみなすとき,ド イ
ツ戦後史研究の1/3を社会史に関わ らせなが ら総括 した上記の デー リング=マ ン トイ フェルの議論 を,
非難 しなければな らない理ll」はかな り少な くなるだろ う。 しか し女性史 と社会史 とを一括す ること,
乃至 は前者 を後者の …部 とみなすことは,現 在の女性史の研究水準か ら言 えば,か な り問題 を含む と
ころで ある{5,。女性 史を 「女性の社会史」として社会史の中に単純 に総括 してしまう時,そ こか らは女
性固有の歴史,つ まり女性独 自の行動 とその規範 を問 うことが出来な くなるのである。 ここで女性独
白の歴史の研究 とは,単 に真空の中におかれた女性の歴史についてではな く,階級関係な どと同様 に
重要な人聞の関係 としての=男女の社会的な関係,し か もそれ は家父長的に構成 された関係 の中での,
女性 の歴 史 に関 す る研 究 の こ とで あ る{6)。
この事 を ドイツの戦後再建過程 における女性 と政治 という問題に当てはめて考 えるとき,論 ぜ られ
るべ き問題 は,政 治活動 とその場の再建過程 において,女 性が特別の位置を占めたか どうか とい うこ
とである。周知 の通 ワ,ド イツでは戦争中か ら戦後 にかけて,.生活の維持 と再建 は専 ら女性の肩にか
かっていた と言って も過言ではない。この事 に対応 して,女 性 は従来は男性 の占めていた様々な活動
分野 に進出 し,戦 後 は政治の場面へ も再び登場 した。 しかしなが ら,女 性が社会的に果た した役割の
重要性 に比べて,戦 後再建過程でのその政治的な力は弱 く,政治の再建 は専 ら男性主導ですすめ られ
'
た。 そのような男性中心の専建過程 に女性 は どのように関わ ろうとしたのか,そ こに男性 とは異なる













(4)この 点 に つい て は例 え ば,A.一E.Freier,A.Kuhn(Hg.),FrauellinderGeschichteV,Duesseldorf




(7) この よ うな問 題 設 定 に つい て,ド イ ツ戦 後史 の分 野 で は,A.Hauser,FrauelloeffentllchkeitinStutt一
gartnach1945-GegenpoloderhilfslosimAbseits2,in:FrauellinderGeschichte,V,a.a.0.;政




ここでは敗戦直後 の ドイツ,特 に米国 占領地区での政 治活動の再 開に,女 性 が どの ような関わ りを
有 していた の か を,西 南 ドイ ツの商:工業 都市 マ ンハ イム を例 として検 討 す る{*,。
[1]終戦直前 か ら,ド イツの殆 ど全ての市町村で 自然発生的に地域,或 い は経営を基盤 に,治 安維
持, 食糧 や燃料 の供給 などを目的 とし,そ の指導部 もメンバー も圧倒的に労働者が優位 を占めた,反
フ ァシズ ム の行動 委 員会 が形 成 された(ll。しば しば… 般 的 に 「ア ンテ ィフ ァ」行 動 と総 称 され る,こ の
ナチズムか らの解放 を目指す民衆の運動は(2},確かに伝統的な政治的問題に関わるのではな く,終戦直
後の民衆の生活 に直結する様々 な問題 を解決 しようとするものであった。 だがそれ を従来のシステム
の ラディカルな変革 を意 図す る民衆の行動 によって達成 しようとす るものであった限 りは(3)7この行
動 はナチ崩壊後の ドイツにおける政治活動:再開の第1歩 であった。 しかしなが らアンティファ行動 は
多 くの地域 で占領軍 によって,大 半 は短期間の内 に禁止 されて しまい,例 えばこの運動の中から新 し
い政党が形成 され て くる という具合 に,新 たな政治的発展 の土台 となることは出来なかった。
アンティフ ァ行動には女性 も少なか らず参加 していた。例 えばシュ トッ トガル トの場合,ア ンティ
フ ァの巾での女性 の主要な活動 は,再 生産領域での社会的な活動,す なわち夫や息子 が捕虜 となって





が,女 性 を政治の領域 か ら,公 的生活の領域か ら排除するもの となっていることはいうまで もない。・
さてマ ンハイムの場合 に も,米軍の進出 とほぼ時期 を同 じくしなが ら,主 としてかつての社会民主
党員や共産党員のイニシ ャテイヴの下 で,市 の再建 と行政の立て直 しを目的に,ア ンティファの一 つ
の形態 としての 「自助組織」がっ くられ はじめ,5月17日には最初の反 ファシズム 「労働者委員会」
が形成 された(51。ただマンハ イムの場合,ア ンティファの形成 と労働者政党や労働組合の再建 とが,時
期的にほぼ並行 してお り,そ れ故 にアンテ ィファの政治的な位置 は ここではそれ ほど高 いとは言えな
鴨・
い とい わ れ る(s7。
[II]こ う して マ ンハ イ ムで は政 治活 動 の再 開 は,ア ン テ ィフ ァに よ って よ りは,主 に政 党 に よっ て
担われ ることになった。周知の通 り,占領地区での政党の:再建 と活動再開 を連合国の中で最初 に認 め
たのはソ連であ り,在独 ソ連軍政本部 は1945年6月101]付けの有名 な布告第2号 で,ソ 連 占領地区に
おける政党の再建 を認 めた〔η。当初政党の再建 に否定的であったアメ リカは,ソ連の この措置 によって
共産党或 いは旧ナチの勢力が伸張することを恐 れ,一 転 してポ ツダム協定の中に 「ドイ ツ全土で民主
的な政党の活動が保証 され る」 とい う文言 を押 し込み,早 くも45年8月7臼には,米 占領地域の郡 レ
ヴェルにおける政党活動の再開がアイゼ ンハ ウアーに よって承認 された。政党の活動範囲が当初,郡
レヴェル に限定 されたの は,ア メ リカ流の 「草 の根民主主義」 を ドイツでも実現 しようとする考 えに
基づいていたが,ド イツではそれ は完全に失敗 し(8;,現実 に政党の活動が再建 され るのは中,大都市 を
中心 とす る都市部での ことであっだ9)。アメ リ:カの意図に反 して都市部で政党の再建 がな され た とい
うことは,ア メ リカと ドイツとでは政治的 な伝統が全 く異なっていることや,後 述す る住民の問での
政治的無関心 とい うことを別 として,恐 らく,戦 争の結果,再 建の イ.ニシャテ ィヴを とれる入 間が郡
部 にはいなか った ことも関係 していよう。実際マンハ イムの場 合 も,女性 の政治活動 にとって政党 と
並んで重要な意味を持つ女性組織の再建は,市部の弁護士や教師などヴァイマル共和国時代の活動家
を軸 になされている。 ここには,戦 後の政治活動の再建が都市部で なされた ということが,同 時 に ま
た直接 ヴァイマル共和 国での女性 の政治活動 と結 びついていた ということが現れている働 。
ところで都市部 を中心 に政党活動の再開が進 んだ ことは,「草の根民主主義」というア メリカの意図
とは裏腹 に,実 はアメ リカの占領行政の面か ら言 えば,望 ましい側面 を有 していた。 ヴュルテンベル
クとバー ゲンはフランス とアメ リカによって占領 されていたが,ア メ リカ は占領行政の効率化 のため
に,米 軍 占領下 の地域 を統合 しマ ンハイムを含む北部バーゲンの諸地域 を,シ ュ トットガル トを中心
とする新川の中に組み込 もうとしていた。 こうしたアメ リカの意図 を促進 し,そ の実現 をはかるため
に もヴェルテ ンベルグ=バ ーゲンでの政党活動の可能 な限 り早期の再開 と,そ の統…的な活動の展開
が 望 まれ たの で あ る〔1%
マ ンハ イムの場合,8月 末 日に政党活動の限牢 的な樽 開が認 め られ,資 格審 査の後,社 会 民主党
(SPD),キリス ト教 民主 党(CDP),共 産 党(KPD)の 活 動 が11月は じめ まで に承認 され,幾 分遅 れ て
自由主 義 政党(民 主 国民 党,DVP)に つい て もその活 動 が認 め られ た〔az;。
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[m](i)最 初 に再建 を許 された社会民主党 はCDPやKPDよ りも約1カ 月早 く,45年9月は じめ
に市部での組織 の再建 を米軍によって承認 された。マ ンハイムのSPI)は,SPDの全国的再建 のために
積極的 に活動 していたタル ト・シューマハーの方針に明確 に同調 し,「過去にナチ と関わ りを持たず,
ドイ ツの再建のために活動 する用意のある全ての人間 と協働す る」ということを基本原則 としだB}。
再 建 後,党 員 の数 は順 調 に増 加 し{i4,,1945年10月に はわず か300名程 度 で あった ものが,5ヵ 月後 の
46年3月 に は その数 は約2150名に も達 し,47年8月 の党 員数 は3600名で あ った。この うち 女性 は492名
であ り,その中の351人は36才以上であった。なおこの時の党員の約半数 は既 にヴァイマル共和国時代
に党 員であったが,女 性 について もその年齢構成か らして,恐 らく同様の ごとが言 えるであろう。47
年の秋以降,党 員数の増加傾向が緩慢 になってか らも,「女性 グループの組織 は発展 していた」㈹ 。 と
は言え,党 員全体の中での女性の割合 は必ず しも高 くはな く,47年末 には全体の14%,519人が女性 で
あ り,18%を占めていた1933年以前 に比べ㈹,女 性が同党か ら離 れる傾向にあることが窺 える。
46年5月の市会選挙 において,SPDは町の再建 をなす上 で住宅問題 への対処が最 も重要 とみなして
い た(37)。選 挙 され た 市 会 に お い て,SPDで 住 宅 問 題 に 中 心 的 に関 わ っ た の は 女性 議 員KarQline
Ludwi霧で あ った が,彼 女 の活動 を助 け たの は女性 達 で あ った(18;。
(ii)1945年lO月にわ ず か86人で スター トしたCDPで あ ったが,社 共 両党 に比 べ て党 員 数 が少 な か
った とは言 え,1946年2月 には約1300人,47年末 に は約2200人が党 員 とな ってい た。49年1月1日 の
時 点 で党 員 の約65%は45才以 上 で あ り,ま た女性 の比 率 は11%であ った(19)。つ ま りCDPの 場 合 も1活
動 は中高年以上の人間を中心 としてお り,ま た女性の関心を引 くことが出来 ていないことが窺 えるの
である。SPDとはことな り,その綱領的な観点が地域毎に大 きく相違 していた と言われ るCDPで ある
が{20,マンハイムの党 は社会政策的観念 を強 く押 し出 したキ リス ト教社会主義の立場に立ち,ア デナ
ウアーな どイギ'リス占領地区のキ リス ト教民主主義者 とは明 白に異な る姿勢 を見せていた⑳ 。
(ill)第3番目 に設 立 を認 め られ たの は共産 党(KPD)であった が,明 らか にSPD,CDPよ りも設
立 の認 可手続 きに時 間 が かか り,よ うや く許 可 され た の は11月5日 の こ とで あ った。 とはい え,共 産
党 の活動 は認 可が お りる以 前 か ら別 に妨 げ られ る こ と無 く行 わ れ て いた〔22)。1945年13月に出 され たマ
ンハ イムKPDの 最初の声明 は,白山な商業の全面的展開 と,私有財産 を基礎 とした企i業家の私的なイ
ニ シャテ ィヴの発揮 を求 めた,ベ ル リンの党中央が6月 に出 した基本 方針に合致 していた㈹ 。そ うし
た 「私的イニ シャティヴの利別 は飢餓,失 業,住 宅難,寒 さと闘 うために必要であるとされた。
KPDは当初 よ り多 くの党員 を抱 え,1946年2月か ら48年3月まではマ ンハイム市内の全政党中景 も
党員が多かった。48年4月以降SPDの 党員数がKPDの それを凌いだとはいえ,党員数が5千 名 を超
えて い るの は この両 党 だ けであ った。 そ して46年2月 か ら48年5月 まで の間,党 員 の60～70%は市 内
(Stadtkrels)の在 住者 で あ った(24;。党 員 中の女 性 の割 合 につ い て は不 明 で あ るが,1947年4月の,マ




[[V]ところで終戦直後の数年間,人 々の意識 を捉えた最 も重 要な問題は,食 糧,住 居,燃 料 をどう
す るか, つ まり物質的な生活 を如何 に確保するか とい うことにあり㈹,当 時 占領行政に携 わっていた
ある目撃者の証 言によれば,「政治的な もの全てに対す る ドイツの大衆の無関心」は全 くひどい もので
あ っ た 。 「彼 らは政党 に対する軽蔑の念 を公然 と示 していた」の である㈲ 。 この政党 に対 する拒否感 は
元 来 ナ チ党 に対 して生 じたの で あ るが,そ こか ら政 党一 般 へ の拒絶 へ と拡 大 したの であ る(28;。当然の
層 層
こ となが ら,政党の集会 を訪れ る人間の数 は少な く,出席者の大半 は中年男性 であ り,女性 と青年 は,
ゼ ロで はな い に しろ殆 どい なか った{29)。この事 は女性 運 動 につ い て言 えば,そ れ へ の参加 者,と りわ
けその中心的 なメンバーは,既 にヴァイマル共和 国時代 に女性運動 に関わ っていた,比 較的年齢の高
い (40-60才)女性 で あ った ことを意味 す る(30}。
この ような状 況の中での政党活動の再開 とは人々の 「生活」に とって どの ような意味 を持っていた
の か, また政党 はどの ような活動 をな しえたのか,更 に政党の活動の中での女性の役割 は何であった
の か, 政治活動 に参加 した女性 はどのような女性 であ り,ま た何を考 えて いたのか。
これ らの問題の全て にここで直 ちに答 えるごとは出来 ないが,ヴ ュルテンベル ク=バ ーゲンの軍政
司令 官 ウィ リアム ・W・ ドー ソン大 佐 は,1945年ll月半 ば に,再 開 された 政党 活 動 を停 滞 させ て い る
主要な原因 として以下の ことを挙 げている。
(D政党の再建が郡 レヴェル以下でなされ,地 方全体 を統括す る党組織がないばか りか,地 域毎の組
織の問の連絡す らない こと(但 し,実 際 には このレポー トがでた頃か ら状 況 は改善 され始めた)。
(ii)政党に対する住民の 「非常 に深い不信」 と 「政治的無知 を賞賛」する風潮。
(iii)「新 しい信念 と目的の念で住 民の意識をか き立て ることので きるような想像力のある リーダー
シップの欠如」。.
(1V)出版 の自由の制 限や,紙 の不足。
(v)全ての政党がナチを非難 し,民主主義 を称 え,生活の再建 こそが現下 の急務であ ることに同意す
る点で一致 し,そ の主張 に相違がないこと,他 方,非 ナチ化をいかにするか,将 来の ドイツはどう
なるのか等な,根 本問題 には何 も答 えられない。その結果大衆の支持を集 められない岡 。
こ こか らは,ナチの下 での 日常生活の全面的な政治化が,逆 に敗戦後の 意識的 とも呼べ るよ う
な 政治的無関心 をひきお こしていること,生活 を具体的に どの ように再建 してい くのか,それを
あるべ き将来 の ドイツと如何 に結 越つ けるか,と いう根本問題で政党が完 全に無力であることが窺 え
る 。
[V]1945年10月半 ばに,米 国 は米占領地区で翌年1月 に選挙 を行 うことを発表 し,そ れ を受 けてヴ
ユルテ ンベル ク=バ ーゲ ンの政党 も地方(州)全 体 を対象 とした活動 を行 うべ く,そ の組織 を強化 す
る と共 に,住 民 に向けて政治教育 の機関 としての活動 を展開 し始 めた。つ ま り住民 をその政治的無関
心状態から引 き出 し,「住民に民主主義 の意義 について教育 する」ことが試 み られたのである㈹ 。 しか
一186一
第32巻第2号1994年1月
し先の ドー ソンの46年2月の報告 によれば,ド イツ人に とって民主主義 とは要するに「勝者の贈 り物」
であ り,そ れについて様々語 られ るが,「人々の 日常生活の中では,そ の影響 は殆 ど感 じられない」の
であ っ た(3c)。言 い換 えれ ば,「言 葉 」よ り 「物 」が よ いの で あ り,個 々人 に とって の 日常生 活 の再建 活
動のあ り方 自体 が民主主義 を体現 しているのでない限 り,民主主義は単な る言葉 に過 ぎないのである。
さて住民数2万 人以下 の 自治体 では46年1月末に自治体選挙が行われたが,シ ュ トッ トガル ト,カ
ール スル ー エ,マ ンハ イム,ハ イ デル ベ ル グ,プ フ ォル ツハ イム,ウ ル ムの各 市 で は5月 末 に選挙 が
行われた(34;。郡部 での選挙 とは逆 に この6つ の都市での選挙 においては,社 会民主党 がキ リス ト教民
主党 よ りも得 票 率 におい て勝 っ てい た(34.3%:31%)。
マンハイムの市議会選挙 では有権者約13万人中,投票者が約10万人で投票率は76.46%であった。こ
の選挙で勝利 したのはSPDで あ り,得 票率40%,3万8千 票弱で10議席 を獲得 した㈹ 。前回の選挙
(193[)にSPDが得 た得票 率 は約29%で あ った か ら,こ の選 挙 でSPDは 大勝 した と言 える。
注目すべ きは全体で85人の立候補者中,女 性はわずか7人 しか いなか ったことである。内訳はSPD
とCDPが各2名,KPDが3名 であ った㈹ 。一般 に終戦直後 の状況の重要な特徴の一 つは,女性 が従
来男性 の占めていた あらゆる領域 に進出 し得 る可能性 を得た ことであ り,こ の事 は政治について も例
外で はなか った。実際,戦 時中か ら終戦直後 に女性がはた した現実的な役割 を考 えるならば,政 治的
意志形成 に女性 が関わ るのは当然 と考 えられ,ま た政 治組織の再建 に当たって,そ のためのイニシャ
テ ィヴを とれ る人聞が少 なか った ことを考 えれ ば,女 性が そこに積極的な役割 を果す ことが望 象れ る
の も当然で あ り,事実米占領軍 当局 はそうした女性 の関与 を後押 ししだ3ηにも拘 らず,こ のように僅
か しか女性の立候補者がなか った ことの内には,女性 の現 実的役割 とその社会的なi無力 さとの矛盾が,
如 何 とも しが た い ほ どは つ き り と現 れ て いた と言 え よ う(38}。
この ような政党 の側か らの女性 に対す る無視は,し か しなが ら恐 らく政党 によって特別 に問題視 さ
れてはいなか った。例 えば後の 自由民主党 となる左翼 自由主義政党,民 主国民党 のマ ンハイムにおけ
る種々の選挙集会やその他 の集会 において,そ もそ も直接女性 に関す る問題 をテーマ とした ものはな
か った の で あ る(39)。これ は女性 を無 視 したの で はな く,女 性 に特 別 に働 きか け る必要 を感 じなか った
とい う ことで あ ろ う。 こう した 中 でわ ず か にCDPが,1946年2月 に女性 向 けの ビラ を発 して お り,そ
の中で衣食住 の問題 を始 め として,政 治 に は女性 に も参加 す べ き領域 が あるこ とが述べ られ てい
た㈹ 。 これは同党 が女性 を自己の隊列の中に組み込 もうとしていた ことを示 している。 しか しこれ は
他方ではむしろ,女 性が再生産領域 の仕事 を専 ら行 ってい るとい う戦 後の現実を,そ の まま固定化 し
てい るのであって,男 性=公,女 性=私 とい う役割分担,従 って また女性 の社会的な無力 さを,な ん
ら変 えるものではない。つ まり,女 性の政治参加 ということは全体 としてみれば,選 挙 への参加 とい
うこ と以上 は意味 していないのであ り,例 外的な場合 として若干の女性が選挙 で立候補 し,議員 とし
て活動 し得 るのであ るが,そ れ も基本的 に女性一般が果 している私的領域での役割に関わる仕事 を割




ところで,こ の1連 の選挙 も住民の政治意識に変化を与 える もG)ではなか った。生活の改善の目処
が立たない ところで民主的な政治行動 の発展 する余地な ど無か ったの である⊂4D。この事 は言い換 えれ
ば, 政治活動が相変わ らず少数 の政党人だ けで行われ ることを意味するだろう。 つまり政治を行 う少
数の政党人 と,そ れに無関心な圧倒的多数の住民への分裂が生 じているのである。
[VI]同様の ことは労働組合 についても言 える。公式 には45年6月1[に再建 されたマ ンハイムの労
働総同盟 (AU頸emeineDeutscheGe、verkschaftsbundGross-Malmheim)は,金属 産 業 を 中 心 に ヴ ュ
ル チンベル ク=バ ーゲン全体 を上回 る高い組織率 を示 し,そ の構成員数 も45年7月末の約8千 人か ら
49年6月末の約7万5千 人へ と増大 したく42}。但 し,そ うした増加め中で女性組合員 も同様 に増加 した
か どうか を示す史料は存在せず,ザ イ ドルの挙 げるところでは僅 かに49年6月末の女性組織率が約18
%で あった こ とが分かるに過 ぎない。 この数字は全就労老 中の女性の割合が約3G%であったことか ら
すれ ば, 女性の組織化がすす まなかった ことを端 的に示す ものである鯛 。女性 を労働組合活動に引 き
込 む必要 を主張 しだのは,組 合大会 に出席 した極僅かの女性代議員であった し鮒,し か も例 えばバー
し
デンニヴュルテンベル グの重要産業である金属産業労組 の第1回:大会の代議員中,女 性 はせいぜ い2
名 しかいなかった㈹ 。この ような女性の組織化 の遅 れに対応 して,労 働組合指導部 にも女性 は殆 ど全
くいなか った㈹ 。つ まり労働組合の中で女性の役割が重視 されてお らず,指 導部 につ く女性 も極僅か
しか存在 しない。他方で圧倒的に多 くの女性就労者 は組合 には関わ ろうとしないのである。
勿論女性組織化のための試 みが全 くなされなか った訳 ではな く,既 に45年末以来,経 営評議会 の女
性 メンバ ーに よる試み も存在 していたが,47年の末 まで は労働組合内には特別の女性組織 は出来 なか
っ た 。組合内 に女性委員会が出来たのはようや く48年2月のこ とであ った(47;。この委員会 は女性 の組
織 化をすすめ ると共に,就 労女性 のための要求 を掲 げて いたが,そ れは有給の 「家庭(労 働)の 日」
お よび女性就労者のための買物時間 を設けることであ り㈹,戦 時中か ら就労女性 が最 も強 く要求 して
きた事柄 であ った。言 うまでもな く,この要求 は働 く女性 の直接的な利害に関わる要求で はあったが,
女性が家庭内 と家庭外 の2つ の労働,つ まり2重 負担 を負 うことを当然 とする ものであ り,2重 負担
に苦 しむ女性 にとってさほ ど魅力のある要求で はなかったはずである。
[W]それ では政治に関わった少数の人間,就 中女性 はどの ような意識 を持 っていたのだろうか。J.
Beyer,E.Holtmannによれ ば,戦 後 の雑 誌 の 中で は,第2次 大 戦 の破局 を もた ら したの は男 性 の政 治
で あ り, 将来2度 とそうした破局 を繰 り返 さないために,政 治的関心 を持つ ことは女性の道徳的責任
で あ る, とい う観点が繰 り返 し提起 され ていた。 そして実際女性 自身が政治的に活動 した り,或 いは
女性組織の中で こうした主張に沿 った活動を行 おうとした㈹ 。・この事 はマ ンハイム について も妥 当す
る 。
1946年7月に職業,宗 教,人 種 の如何を問わず,誰 もが参加 できる 「非政治的団体」 としてマ ンハ
イム婦人協会 が設立された。同様の組織は米 占領地区の各地 に生 まれていた。マ ンハイムの組織 は「女
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性が公的生活に積極的に参加 することを促進 し,ま た支えること」をその 目的の一つ としていたが,
それは 「ドイツの再建 のためのあ らゆる領域 に女性が責任 を持 って参加す ることが必要である とい う
確信」に由来 していた側。 この組織は米 占領地区全体 の女性団体全てを統合 することを呼びか けてい
たた め, 当初 は設立 に必要な米軍政当局 の承認 を得 ることが出来 ず,よ うや く発足 したのは194年9
月のこ とであった。その設立大会で出席 した女性の…・人は,「あ らゆる領域 で理 性的な仕事 を成 し遂 げ
るためには,男 性の客観的な生活経験 と,女性の直接性,実 人生 に密着 した姿勢 とを結付けなければ
な らない」 と述べて働,女 性が政治に関わることが破局 を繰 り返 さない保証 となるという考 えを示 し
て い た 。
この ように,政 治に関わることが女性 の道徳的責任 として要請されたが,'既に述べた政治的無 関心
を女性 もまた免れ てはいなか った。 とりわ け若い女性達 は,こ こに挙 げたような組織 には参加 してこ
なか った。 そこには様々な理 由が考えられ るにせよ,戦 後社会における生活の再建が圧倒的 に女性 に
かかってきてい る状況では,道 徳責任云々な どと言 うことは,多 くの女性 にとって聞 きた くもない言
葉 で あ っただ ろ う。
* 本稿 はマ ンハ イムにおける戦後再建 とそこでの女性 の役割 につい ての筆者 の研究 の一部 をなす















(7)政党活動再開についてのソ連 による承認の持 つ問題点 については,H.ヴ ェーバー『ドイツ民 主共和国








(10)この箏か ら亜 じる問題 の一 つは,再 建のイニシャテ ィヴを とった人間達が ナチ時代 を如何に過 ご して
いたかということであるが,この政治活動の再開という事態の根幹に触れる問題が,本格的な批判の対象






















マ ンハイム市の場合」(明大 『政(26)この点 について,詳 し くは拙稿「ドイツにおける戦 後再建 と女性
































3.女 性 と政 治
一 一 結 び に か え て …一 一
マンハ イムの例から得 られた知見をもとに,敗 戦後の ドイツ特にアメ リカ占領地区での政治活動の
再 開 と女性 の政 治参加 に ついて,こ こで ま とめて お こう。 まず は じめに確 認 され るべ きは,政 党 であ
れ,労 働組合であれ,或 いはまた女性組織であれ,女 性 の政治活動 に関わる組織は全て,女 性 たちの
圧倒的な無関心の中で,そ の活動 を再開 した とい うことである。女性たちの政治的無関心のよって来
るところについては,ナ チ時代 の経験 をはじめ過去の ドイツ社会に根 ざす諸要因を挙 げることが出来
るとはいえ,多 くの女性 にとっては眼前の日常生活上の危機を克服することこそ,第 一の関心事であ
った事 が重要 で ある。 ア メ リカ の行 った あ る調査 で は,1949年の半 ばで もアメ リカ占領 地 区 に・おけ る
女性 の関心事は,住宅,食 糧,教 育,難 民 と帰還者の生活,労 働 などが上位 を占めω,敗戦直後 とさほ
ど変わ っていなかった。 この事 は敗戦後の日常生活の再建 に責任を負わねばならなかった多 くの女性
にとり,敗戦後の数年間 は将来 の展望が見 えてこなかった という事 を意味 しているだ ろう。 そうした
状況 では,女性が政治に関心を持たないのはいわば当然の事であった。
他方,政 治活動の再建 をすすめる側について言えば,政 党は言 うに及ばず,政 治的社会化 という面
で ドイツにおいて歴史的 に重要な役割 をはた して きた労働組合 にしても,そ の再建活動の過程 で女性
に対 して積極的に働 きかける事 をしては こなかった。政党か らみれば,女性 は単に票 に過 ぎず,本 来
女性 の果すべ き役割は再生産領域 にあった。労働組合 にしても同様で,女 性 を労働組合に引き入れる
必要が,数 少ない女性活動家か ら弱々 しく唱 えられただ けであった。 このように政治活動の中心的機
関か ら殆 ど重要視 されなかった とき,女性が政治の世界 から身 を引 き離すの もまた当然の事であろう。
言 うまで もな く,女性 の全てが政治的に無閥心 であった訳ではない。少 なからぬ女性達が,ア ンテ
ィファ,政党,労 働組合,さ らには女性組織 の形成或 いは再建 に関わ り,そ の中で積極的に活動 して
いた。 しか しここで重要 な事は,そ うした女性の多 くはすでにヴァイマル共和国時代に活動の経験を
持つ比較的年齢 の高い女性であっただけで はな く,敗戦直後にそうした活動 に従事 し得た という事は,
日常生活の困難 に喘 ぐ多 くの女性 達に比べ,彼 女達にはそうした苦労が少なかったであろう事が窺え
るのである。圧倒的に多 くの女性 達 とは,こ のように経験 と状況の両面で異 なるところにいた活動的
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な人々が,前 者をひきつける事が出来ないの も当然の事であろう。そ してまた,活 動的な人々が女性
の政治参加 を道徳的義務 とみなす とき,そ れは言葉 としては全女性 に向 けられた もので ありなが ら,
実は何 よりも自分 たち自身に向けた言葉であったのではないだろうか。 つまり圧倒的に多数の 「無関
心な」女性 を,自 分たちが既 に参加 している 「政治」の中に引 き込む事 をその道徳的な義務 とうな し
たの で あ る。
だがその 「政治」 とは上述 した通 り女性 を排除す るものであった。従 って,そ こに少数の活動的な
女性の力で圧倒的多数 の女性 が引 き込 まれてい くとき,そ れはその ままでは・rはじめに」の部分で述
べた ような,政 治に対 する男性 とは異なる女性特有の関わ り方 を形成する事 にはならないギろう。事
実,次 第に多 く女性が 「政治」に関わるようにな った とき,女 性が主 として活動 した分野 は,ヴ ァイ
マル共和国時代 と同 じく教育 と福祉の分野であったのである(2㌔それは再生産 に関わ る領域 であった。
すなわち再生産領域の仕事 を全 て押 しつけられた女性 は,政 治 において もその役割 を再 生産領域 に限
定 され る事 になったのである。
このような女 性を特定の領域に閉 じこめる形 での政治活動 とは異な る,女 性独 自の政治へρ関わ り
方が存在 したか どうか という問題に,こ こで直接答 える事 は出来ない。そのためには女性がそ こに閉
じこめ られた再生産の領域 における人々の相互関係のあ り方が解明 されなければならないだろう。つ
まりその相互関係 の中に見いだされる秩序形成のメカニズムを明 らかにす る必要が あるのである。 そ
れ と共 にそのメカニズムが女性 を排除 しなが らすすめられ る 「政治」の世界の再建 と,ど の ような関






〈さ い とう あ き ら)
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